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研究成果の概要（和文）：学習者が起こす誤りの原因は有標性の理論によること、さらに学習段階により転移が
起こること、学習者の母語に応じた習得の過程が明らかになった。あわせて、日本語や英語、そして中国語にお
ける非顕在要素の性質が一部で異なり、学習者が有している母語知識も異なる可能性があることもわかった。
また効果的指導法については、まず学習者の学ぶ意欲をより引き出すための題材を提案した。その上で、提案し
た題材を大学英語教育での導入部分に用いた場合の効果を、数値をもって示した。

研究成果の概要（英文）：I have shown that errors that L2 learners make are consistent with the 
theory of markedness, that we observe clear cases of L1 transfer, and that degrees of transfer 
differ based on their L2 proficiency. Overall, the results show that speakers with different L1 
background show different developmental processes. Concretely, a comparative study of Japanese, 
English, and Chinese shows that they differ in terms of their syntactic properties of phonologically
 null elements, and that such differences can be explicated through the examination of their L2 
error patterns. 
In addition to these theoretical contributions, I have also contributed to the development of 
effective teaching. Concretely, I have developed some teaching materials which can attract 
students’ interests, and examined quantitatively how effective these materials can be when used in 
introductory linguistics classes. 

研究分野：英語教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、学習者の学ぶ意欲をより引き出すための題材を提案し、その題材を大学英語教育での導入部分に用
いた場合の効果を計ることも行った。より具体的には、まず非顕在要素の解釈を生む言語理論上の分析に取り組
むことにより得られた成果をもとに、英語そのものの仕組みについて教授した。その際、学習者の母語との比較
をできる限り行った。次にこのような英語教育が、社会貢献へと繋がる実例を紹介した。この取り組みにより、
学生の学ぶ意欲を高めるきっかけをつくった。
上述した教授法による効果を数値化する先行研究はほぼなかったが、本研究では、上記にあげた一連の教授法に
よる効果を数値を用いて示し、成果をより明示化した。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

Kate washed the car carefully. But John didn’t. に例示される非顕在要素を含む構文に対し、英
語学習者が文法的解釈を付与することは困難である。従来の先行研究では、母語の影響が顕
著に表れる解釈が優先されることが確認されたが、その結果とは異なり、母語の影響は顕著
には現れず、むしろ有標性の理論が関与していることが明らかとなった。また、この結果が
初級学習者にも当てはまることから、有標性の理論は学習の初期段階から関与する可能性も
示唆された。したがって、英語における非顕在要素を含む構文の第二言語（以下、L2）習得
に関わる要因として、母語の影響に加え、有標性の理論も追加する必要がある。また、学習
のどの段階において、それぞれの要因が作用するのか、検討することも必須である。 
 
 
２．研究の目的 
本研究では、A 非顕在要素がもつ解釈は、どのような言語理論上の計算のもと付与されるの
か、B 学習者が起こす誤りの原因は、転移によるものか、有標性の理論によるものか、C 学習
段階により誤りを起こす原因は異なるのか、の 3つの課題に答えることで、D 英語における非
顕在要素を含む構文の効果的指導法を開発することを目的とする。学習者の内的資質に焦点を
当てることで、多岐に渡る外国語教育研究のどの側面においても、積極的に貢献する。また、
構文横断的、言語横断的考察を加えることで、L2習得研究そのもの発展にも寄与する。 

 
 
３．研究の方法 
①非顕在要素を含む構文に関する、言語理論研究・L2習得研究の文献分析を行う。 
②予測の構築・検証を行い、インフォーマントから母語知識を引き出す。 
③学習者の正確な反応を引き出す言語材料・分析方法・刺激提示順などを検討する。 
④予備実験を行う（被験者：日本語、中国語、韓国語をそれぞれ母語とする英語学習者10名
ずつ。刺激文：非顕在要素を含むテスト文に加え、非顕在要素を含まない文を統制文として
用い、テスト文と異なる解釈を統制文に付与できるかどうかを判断する。方法：テスト文・
統制文それぞれにつき絵を一つ提示し、文が示す状況と、絵が示す状況が合致しているかど
うかを、被験者に判断してもらう。）。 
⑤実験により得られた結果を分析し、再度刺激文・刺激提示順等を検討する。 
⑥英語のレベルを測った上で、本実験を実施する（被験者：日本語、中国語、韓国語をそれ
ぞれ母語とする英語学習者30名ずつ。刺激文・方法：予備実験の結果に基づき構築する。）。
実験により得られた結果を統計ソフトRを用いて分析し、仮説の妥当性を検討する。 
⑦研究成果を国際学会等で発表する。 
⑧L2習得メカニズム及び効果的指導法を提示する。 
 
 
４．研究成果 
本研究を通じ、学習者が起こす誤りの原因は有標性の理論によること、さらに学習段階によ
り転移が起こること、学習者の母語に応じた習得の過程が明らかになった。あわせて、日本語
や英語、そして中国語における非顕在要素の性質が一部で異なり、学習者が有している母語知
識も異なる可能性があることもわかった。 
また上記「２．研究の目的」課題Dについて、効果的指導法がより効果的になるためには、学
習者自身が当該指導法を受け入れ、実行するための、学ぶ意欲も必要である。本研究では、指導
法の開発に加え、学習者の学ぶ意欲をより引き出すための題材を提案した。そのうえで、提案し
た題材を大学英語教育での導入部分に用いた場合の効果を計ることも行った。より具体的には、
まず課題A・B・Cに取り組むことにより得られた成果をもとに、英語そのものの仕組みについ
て教授した。その際、学習者の母語との比較をできる限り行った。次にこのような、英語学的・
言語学的視点を取り入れた英語教育が、社会貢献へと繋がる実例を紹介した。以上の取り組みに
より、学生の学ぶ意欲を高めるきっかけをつくり、そのことによる効果が認められた。さらに上
述した教授法による効果を数値化する先行研究はほぼなかったが、本研究において発表した論文
では、上記にあげた一連の教授法による効果を数値を用いて示し、成果をより明示化した。 
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